
■新年度を迎えて
福島地区電友会
会長 斉藤 政夫

新年度を迎えて早くも４カ月が過ぎまして、

今年も県北地方特有の蒸し暑い季節となり

ましたが、会員の皆様にはお変わりな

くお過ごしの事と思います。

今年は、年明け早々、世界的に

新型コロナウイルスが猛威を振るい、

その感染拡大防止のための国家的施策

により、密閉・密集・密接のいわゆる「３密」

となる行動の自粛、更には、不要不急の外出自

粛によるスティホ―ムの励行等に伴い、皆様に

は、心身ともに、何かとストレスの多い日常生

活を強いられて来られたのではと推察しており

ます。この様な中にあって、例年４月下旬に開

催しておりました、総会及び総会後の観桜会

は、「３密」の集合会議となることから、残念

ではありますが、書面会議にせざるを得ません

でした。 書面会議の資料につきましては、地

域担当幹事の皆様にお願いして、各会員の皆様

にお届けして頂きましたが、同時に会の活動資

金の早期収集の必要性等から、年会費の徴収を

お願いしましたが、お陰様で、５月末時点で９

９％の会費徴収を達成することが出来ました。

会員の皆様、地域担当幹事の皆様のご協力に対

しまして、心より御礼を申し上げます。

なお、書面会議の結果につきましては、議事の

第１号議案～第５号議案までの全議案につい

て、会員の皆様の圧倒的賛成多数により承認を

頂きました。改めまして、厚く御礼を申し上

げ、ご報告とさせて頂きます。
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また、会員の皆様が書面会議の内容につい

ての「賛・否」を記載して、返信されました

郵便ハガキの返信率ですが、７３％と若干低

調でしたので、その要因等について考察の結

果、最終的に、皆様がコロナウイルス感染防

止のため、不要不急の外出を自粛していた結

果であろうとの結論に至りました。

次に会員の皆様には大変残念なお知らせと

なりますが、例年１０月２３日の電信電話記

念日に開催しておりましたOB・OG交流会です

が、昨年は台風１９号により、大きな被害を

受けました、岩手、宮城、福島３県の交流会

が中止となりましたが、今年は、過日ＮＴＴ

東北管内６支店の会議に於いて、コロナウイ

ルス感染の現状等から判断して、オール東北

として、交流会は中止とせざるを得ないとの

結論になった旨の説明が福島支店よりありま

した。残念ですが、今年は、会員の皆様全員

を対象としての親睦を深める場が無くなって

しまいますが、実施が許される範囲での各

サークル活動等を通して、少しでも会員間の

コミュニケーションを深めていければと思っ

ております。最後になりますが、コロナウイ

ルスの感染はまだまだ油断出来ない状況にあ

り、更に殆どの専門家の意見では、秋から冬

に掛けて第２波の発生を懸念しており、今後

共、外出の際のマスク、手洗いは基より、出

来る限り「３密」を避ける等の「新しい生活

様式」を実践して、コロナウイルスに打ち

勝っていきましょう。 皆様の益々のご健勝

を祈念致しまして、ご挨拶と致します。



■福島地区定期総会・観桜会

本年度の福島地区電友会定期総会は新型コ
ロナウィルス感染拡大防止のため、初めての
書面会議（会員に議案書をお届けし返信ハガ
キによる承認・賛否を頂く）となりました。

【審議結果】
下記の通り承認・賛成いただきました。
会員数：２４６名 承認・賛成：２４５名
★ハガキ戻り数 １７９名（戻り率72.7%）

※「賛成」・「反対」の未表示や「未返送」の
場合は、「賛成」とさせて頂いております。

なお、第５号議案の副会長１名の退任に伴う役
員補選による新体制は以下の通りです。
今年１年間よろしくお願いします。

会長 斉藤 政夫
副会長 末永 秀昭
副会長 佐々木 功

（役職変更 前事務局次長）
事務局長 山田 斉
事務局次長 渡部 司（新任）
常任幹事 鈴木 敏和
常任幹事 三浦 利夫
幹事 赤井 善男
幹事 荒木 省一
幹事 伊藤 重
幹事 大戸 実
幹事 古川 純三
幹事 鈴木 高純
幹事 渡辺 正春
会計監査 太田 岩夫
会計監査 羽田 英夫

■第１回役員会兼地域担当幹事会議

５月１４日（木）に予定していました第１
回役員会兼地域担当幹事会議は新型コロナウ
イルス感染防止のため中止となりましたが、
新任の地域担当幹事の５名の方には業務説明
を５月１３日に実施しております。

各 種 会 議 模 様

■第４回役員会（令和元年度）

３月１２日(木)ＮＴＴ花園ビル２階会議室に
おいて、役員１２名参加により開催しました。
議事では新型コロナウイルス感染防止に伴う

「総会・観桜会」の延期を決定し、令和２年度
事業計画(案)の審議、副会長１名の退任に伴う
役員補選（案）と地区担当幹事の一部変更を審
議し、総会議案書に反映させることとしました。
また、サークルパンフレットの作成等により

さらなるサークル活動の活性化を図ることとし
ました。
※「総会」については書面会議、「観桜会」
については中止となりました。

第１号議案 令和元年度経過報告
第２号議案 令和元年度会計報告
第３号議案 令和２年度事業計画（案）
第４号議案 令和２年度予算（案）
第５号議案 役員補選（案）

議案№ 議案内容

ハガキ 未返信 合計
246名 178名 67名 245名 1名 99.6%

会員数
未承認
反対

承認
賛成率

承認・賛成

■令和２年度福島地区新年会

福島地区電友会の新年会が１月２３日グ
ランパークエクセル恵比寿に於いて、来賓
にNTT福島支店山貫支店長・高木企画総務部
長・NTT労組退職者の会福島地区協議会竹田
副会長・吾妻会伊藤会長・高橋秀樹福島県
会議員らをお迎えして、５１名の参加者で
盛大に和やかに開催されました。
斉藤会長、来賓の方々のご挨拶、菅家政

利さんの「初春を祝う」に続き、歳男を代
表して伊藤鉄次さんの乾杯の音頭で祝宴に
入りました。全国金賞受賞の福島県産の清
酒を抽選により各テーブルに持ち帰りご賞
味頂き、又各テーブル廻って飲み比べた会
員もいらっしゃいました。久しぶりにあっ
た先輩・同僚・後輩と酒を酌み交わし当時
の思い出話に話が弾み、宴もカラオケの唄
声で最高潮に達し、カラオケ順番が待ち遠
しい盛り上がった新年会となりました。
時間がたつのは早いもの、来年お互い健

康で新年会で元気に会いましょうと約束を
して、盛会のうちにお開きとなりました。
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サークルだより

新型コロナウィルス感染防止のため、サー
クル活動も制限されており、電友会会員の懇
親を深めることが非常に難しい運営となって
いますが、以下の点に留意され活動されるよ
うお願い致します。

【サークル活動における留意事項】

・自宅で「検温」を実施し、「発熱」や
「咳」、「風邪症状」「だるさ等の体調
不良」がある方は参加を自粛願います。

・参加の際は「マスク着用」「手洗い手指
消毒」をお願いします。
（消毒液を各サークルで準備願います）

・サークル会場は３密を避けることができ
るよう環境を作る。
（参加人数、滞在時間、席の間隔・レイ
アウト、部屋の換気等）

（会場は新型コロナウィルス対策がしっ
かりしている会場をお選びください）

・挨拶は短く、大声は出さないよう願いま
す。

・多人数での参加とならないよう、グルー
プ単位での分散開催やテイクアウトの検
討等をお願いします。

電友会から感染者を出さないように十分
な対策をして活動を楽しんでください。

★新規サークルの立ち上げサポートについて
新規サークルの立ち上げをサポートする

ため、趣味を持つ方の情報を集めています。
寄せられた情報を基に新規サークルの立ち
上げを進めてまいりますのでご協力をお願
いします。

下記の趣味を持つ方は事務局までご一報
下さい。

①写真の好きな方 ②将棋の好きな方
③テニスの好きな方

この他にも新規サークルの希望がありま
したら事務局にご連絡願います。
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平成２年度事業計画の柱の一つである「新
規会員の拡大」について、会員の皆様のご協
力をお願いします。
今年度退職者及び契約社員になられた方や

まだ未加入の知人の方が居りましたら会員の
皆様から一声勧奨をお願いします。

【電友会の特色】

①９つの趣味のサークル活動があり、支援

しています。
②会員の方の訃報情報（福島地区）をご連
絡致します（告別式では弔辞、弔慰金）。

③長寿（喜寿、米寿、白寿）の記念品。
見舞金（入院、災害）。

③会員の交流の場を提供しています（観桜
会・新年会 等）。

④ＮＴＴからの情報を提供します（講演会
等）。

⑤各種情報提供を行っています（東北電友
会会報、ふくしま電友会だよりの発行）

⑥契約社員は準会員で会費無料

☆入会案内パンフレットやサークルパンフ
（一覧チラシ、各サークルパンフ）が必要
な方は事務局にご連絡をお願いします。
直接、勧奨されている方に送付も致しますの

で情報をお待ちしています。

新規会員勧誘の展開

１２月までの催し物

１.第２回地区役員会議
日時：９月３日(木)
実施方法について検討中

２.文化講演会
日時：１０月２３日(水) 中止

３.ＮＴＴグループＯＢ・ＯＧ交流会
日時：１０月２３日(水) 中止

４.第３回地区役員会
日時：１２月１７日(木)
実施方法について検討中



長寿者からの感想 1/2

■鈴木 道則さん
米寿のお祝いを頂き、ありがとう

ございます。 正直ここまで生き
て来たことについては、まさに
感無量です。これからの生活は、
人生の余得として、毎日を味わっ
ていきたいと思っております。

■阿部 忠さん
この度は、喜寿のお祝いを頂き、

誠にありがとうございました。
現職時には、大変お世話になり、
感謝するとともに厚く御礼申し上
げます。今後の生活は、趣味を楽
しみながら「よき人生だったなあ」
と思えるように心がけていきたいと思ってお
ります。電友会のますますのご発展と会員皆
様のご健勝をお祈り申し上げます。

この度は喜寿のお祝いを頂きま
して、心よりお礼申し上げます。
平成１１年にNTTを退職後関連

会社に8年間勤務、その後多くの
方々に大変お世話になり有難うご
ざいました。現在は、家庭菜園と
つつじ、さつき等の庭の手入れに没頭してお
ります。町内会の手伝いもさせて頂いており
ます。電友会の皆様のご健勝をお祈り申し
上げます。

■岸波 喬さん
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■高橋 二郎さん
この度は、米寿のお祝いを頂きま

して、誠に有難うございました。
退職して３２年、こんなに長生き
出来るとは思ってもみませんでし
た。これまで色んな面で支えて下
さった、仲間の皆様方のお陰と感謝申し上げ
る次第です。これからは残された人生、１日
１日を大切に過ごして参る所存です。

（掲載順不同）

□米寿のお祝い

■菅野 宜昭さん
この度は、米寿のお祝いを頂きまして、誠

に有難うございました。

■太田 岩夫さん
この度は、喜寿のお祝いを頂き、

誠にありがとうございました。後
期高齢者の仲間入りを果たしたば
かりと思っていたら、今度は喜寿
と年月の経つのが本当に早く感じて
おります。今年の正月に、「今年は
オリンピックがあるので日本中がお祭りだ」
と思っていましたが「新型コロナ」で一変。
将来のことは、なってみないと分からない

ことが良く分かりました。よって、健康第一
に一日一日を大事に過ごしていきたいと考え
ております。電友会の益々のご発展をお祈り
申し上げます。

■北見 康夫さん
この度は、喜寿のお祝いを頂き

ありがとうございました。世の
中が「新型コロナウイルス」感
染問題一色になっており、私は
少々思考停止の状況ですが、そ
の様な中で思い出したことばが、
「却下照顧」の標語です。新しい生活モデル
を模索する中でも、まず己の生活・行動パ
ターンをさらに健康志向へハンドリングする
事を思い知らされました。「新型コロナウイ
ルス」克服を念じながら電友会の益々の発展
と皆様の健勝をお祈り申し上げます。

■斎藤 孝雄さん
５月２１日、地区幹事さんから

「喜寿のお祝いです」と届けられ、
あれ？７７歳には１年チョットあ
るのに・・・・・とビックリしま
したが嬉しく頂きました。私は、
２年前から病と仲良く付合うとい
う気持ちで過ごしています。まだ
まだ新型コロナとの闘いは続いていますが、
お互いガンバリましょう。

■秋田 紘行さん
この度は、喜寿のお祝いを頂

きまして、まことに有難うござ
いました

□喜寿のお祝い(1/2)



■斎藤 政夫さん
この度は喜寿のお祝いを頂きま

して、誠に有難うございます。
昭和１９年２月に生まれて、早くも７６年
が過ぎてしまいましたが、特に還
暦を過ぎて、古希そして喜寿を迎
えるまでのスピードは、まさしく光
陰矢の如しを実感しております。気持ち的に
はまだまだ５０代のつもりでおりますが、身
体が追付いて行けないと感じる瞬間が年々増
してきており、少しでも体力を維持するため、
毎朝のラジオ体操、週に３日程度の阿武隈川
堤防のウオーキング、そして電友会のゴルフ
サークル等に参加して、健康で、生き甲斐の
ある生活を目指して頑張っていきたいと思っ
ています。

■末永 秀昭さん
この度は、喜寿のお祝いを頂き、

誠にありがとうございます。新型
コロナで外出自粛しているこの機
会に、７７年生きた証として、自
分史を書いてみました。学生時代
の恩師や同級生との思い出、会社に入っ
て岐路に立った時の上司や先輩からのアドバイ
スなど、過去を振り返ると何と多くの方々にお
世話になっていたか改めて思い出されます。第
２の職場では、後輩やお客様に助けられ楽しい
日々を送って来たことに感謝しつつ、残された
人生は、やっぱりボランティア活動で恩返しか
なぁ～。

■吉田 修二さん

このたびは、喜寿のお祝いを賜
りまして、誠に有り難く心より
御礼申し上げます。福島電報電
話局に勤務して以来、平成２１年
に東北ネットワークオペレーション
センタを最後に退職し、退職者の会のゴルフ
仲間と一緒にプレーを楽しんでいましたが、
４年前に引退し今はゴルフ場周辺を散歩（徘
徊）するのが日課となっております。
電友会の発展と皆々様のご健勝をお祈り申

し上げます。
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■丸山 秋一さん
喜寿のお祝いありがとうござい

ます。６回目の年男の感想文を
投稿したのが５年前。医者要ら
ずに過ごされてきたことを感謝
した記憶があります。ところが
その後の５年間で診察券が４枚
にもなってしまいました。脳幹出血という命
にもかかわる大病も経験しましたが、医師も
驚くほど後遺症もなく平穏な日々を送ってい
ます。今ではライフワークにもなっている、
飯舘村支援のＮＰＯ事業と里山トレッキング
サークルの山案内人も相変わらず継続中です。
健康に留意しながらこれからも続けていきた
いものです。

（掲載順不同）

■斎藤 茂雄さん

■松浦 宏光さん
喜寿のお祝いを賜り、誠にあり

がとうございました。ＮＴＴに
在職中及び退職してからも病気
もせず喜寿を迎えることができ
ましたのは、電友会の皆様をはじ
め、多くの方々との出会いがあっ
たおかげと心から感謝しております。そして、
今後も皆様との出会いを大切にして社会のた
めに生きていきたいと思います。私はＮＴＴ
を退職してから、自治会や町内会等々の社会
貢献活動に従事しております。しかしながら、
新型コロナウィルス禍により生活様式が大き
く変化してしまいました。終息後も非常に厳
しい社会となるでしょう。電友会の更なる充
実と発展、皆々様のご活躍を心からお祈り申
し上げます。

■武藤 昇彦さん
この度は、喜寿のお祝いを頂きまして、ま

ことに有難うございました。

いつも間にか後期高齢者の仲
間入り。これまで元気にこれた
のも、会社初め仕事・遊びにお
付き合いいただいた全ての皆様
のおかげ、と改めて感謝あるのみ
です。今は、家庭菜園を中心にたまにはゴル
フ、パチンコ等平凡な毎日ですが、体の続く
限りは地域に少しでも役に立とうとの思いで
取り組んでいます。皆様のご健康を心よりご
祈念いたしますと共に、お祝いをいただきま
してありがとうございました。

長寿者からの感想 2/2

□喜寿のお祝い(2/2)



新入会員紹介 1/2

（掲載順不同）

一昨年３月退職し、失業一時金
をもらう間もなくパートで勤め
始め、今も月の半分位を最低
労働賃金で働いています。
もともと趣味と言えるものも
無く、偏屈で人付き合いもさほ
ど得意では無かったので、毎日
が休みですることもなくボヤっとしているよ
りは、月の半分位が休みの今の生活の方があ
っているようです。狭い庭で日に当たりなが
ら花の手入れをしたり、今はコロナの関係で
なかなか出来ませんが、新聞に載った花の便
りや風光明媚な景色に誘われて妻と２人で出
掛けたり、登録しているシルバー人材センタ
ーで開催する果樹の剪定の講習会や市で開催
する講演会に参加したりする、今の生活が割
と気に入っています。

■岡村 裕行さん（Ｒ2.3月入会）

この度、福島地区電友会に
入会させて頂きました岡村
裕夫と申します。現在、
ファシリティーズ福島支店で
契約社員として勤務しています。
福島の勤務は三度目となりますが、
近しい諸先輩方が卒業され、若手社員と共に
忙しく毎日を過ごしております。今年に入っ
て、先輩から勧誘のお話しをいただき入会す
ることとなりました。 ６０歳を過ぎた現在、
五木寛之さんの「林住期」の本では、「林住
期」と称し五十歳から七十五歳までを家族や
社会から離れて人里離れたところに暮らし、
本来やりたかったことをする時期とし、「林
住期」は人生の黄金期であると記しています。
現実として受け入れ難い部分もありますが、
納得できる部分もあるような気はしますが。
現代は情報も多く、楽しむ手段には事欠かな
い時代となり、いわゆる「個」の世界を不自
由なく過ごせる時代ではありますが、反面人
と人とのつながりの面においては、極めて希
薄になってきている感じがします。
今後、諸先輩のみなさま方との活動を通じ、

「和」をもって健康で心豊かな生活を過ごせ
る事を願いまして、新入会員のご挨拶といた
します。よろしくお願いいたします。

昭和４８年７月、青森県の弘
前電報電話局に採用になり、
仙台・青森などに勤務させてい
ただきました。その後、出身地
であります福島勤務として、NTT
東日本－東北福島支店、営業担当の
契約社員を経て、完全退職となりました。
これまでの在職中は、仙台勤務時の宮城沖
地震、更には、福島では東北大震災、及び
原発(おまけに新型コロナウィルス)、また、
東京荒川支店への業務参加など、多くの経
験を得ながら無事に勤務させていただくこ
とができました。 先輩の方々に深く御礼
を申し上げます。今後、電友会の皆様には、
まだまだご迷惑をお掛けするかと思います
ので、ご指導をいただきますようお願い申
し上げます。

■渡辺 俊和さん（Ｒ2.5月入会）

■菅野 裕行さん（Ｒ1.12月入会）

- ６ -

■角田 年弘さん（Ｒ1.12月入会）

在職中は、諸先輩の皆様方には

大変お世話になりました。
現役時には、先輩方の元気に

活動される姿を拝見し、心強く
思っていました。私も仲間に入れ
て頂き嬉しく思います。
私には、高齢の両親がおり、介護のため、

ケアマネージャー等にお世話になっていまし
たが両親、特に父親は昔気質なので介護サー
ビスを受けてくれず困っていました。そんな
折、介護資格の講習があることを知り、自分
が資格を取り、親の世話をしようと一念発起
し、介護初任者研修の資格を半年間かけて取
得しました。親は別世帯のため、ほぼ毎日介
護の世話をしています。
昨年は、そばの会に参加させていただき、

手作りのおいしいそばを堪能しました。
今後もコロナに負けず、健康に留意し充実

した人生を過ごしていきたいと思っています
。
今後とも、先輩方よろしくお願い致します

。



■伊藤 照仁さん（Ｒ2.4月入会）

田島電報電話局営業係として
採用になり、在職２年後営業
係長と電報係長に組合の書記
長になるように説得されまし
た。断ったのですが強い願い
で１年間だけど云う条件で書
記長になりました。パルチザン
闘争が有り委員長は病気休暇で不在でした。
この時期大型ダンプ車が電柱に衝突、市

内・市外ケーブルが切断、局側で時間外要
請がありました。時間外は無理と断りまし
た。それは承知している、そこのところを
何とか都合してと云うので、県支部に話し
たところ、今何の時期だと言って一喝され
ました。局側に伝えた所、それは承知して
いる、もう一度頼んでくれといいますので
私は躊躇しましたが、少し過ぎてから県支
部に再度話したところ断わられました。
局側にその旨を伝えたところ、局では再三
言ってくれと強く申しますので私も県内・
県外のお客様に迷惑はかけられないと考え、
県支部にお客様は大切等と話し、県支部で
地方本部を説得しやっとの事で承認になり、
お客様に迷惑かけないですみました。翌年
局長と課長は栄転しました。

- ７ -

その他の新規入会の皆さん

（掲載順不同）

■小澤 朝一さん
（Ｒ2.4月郡山から転入）

■斉藤 孝弘さん（Ｒ1.1１月入会）

■尾形 洋さん（Ｒ2.6月入会）

■梅宮 博之さん（Ｒ2.6月入会）

趣 味 の コ ー ナー

「50年目で鉄道模型完成」
渡部 司さん

押し入れの段ボールを今から３年前に開け
た。独身時代に買った、実物の８０分の１
の未完成真鍮製蒸気機関車(SL)模型が３両
出てきた。５０年ぶりの再会だった。高校
生の頃に原ノ町駅付近を走った、SLの同じ
型式と番号に少しでも雰囲気が出るように
と、製作を決めて、当時の写真を集めた。
同じ形式でも製造メーカ等により、違いが
あり年月も経過していたため、写真等の収
集に苦慮したが何とか収集が出来た。次は、
ボイラーに前照灯や汽笛等の細かい部品を
半田付けするため、穴をドリルで開けます。
半田付けは、細かい部品をピンセントで挟
みますが、挟み具合が悪いと1個500円位の
部品がピョント飛び、探すのに一苦労です。
いくら探しても見つからない時は、再注文
しますので余計に費用が掛かります。また、
うまくコテ先が部品に当たらないと、熱が
他所の部品に当たってしまい、苦労して付
けた部品がポロット落ちてしまい、最初か
らやり直しになります。そのため、熱が伝
わらないようにティシュを水で濡らし、周
りを囲んでようやく取り付け、四苦八苦し
てSLが遂に３両完成。鉄道模型クラブの運
転会に時々、依頼があって13両の客車を牽
引して走らせますが、SLには興味がないよ
うです。もっぱら新幹線が走り出すと歓声
が上がります。私は、それでもSLの走る姿
を見てノスタルジアに浸って楽しいと感じ
る、ひと時です。
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■「福島ひまわり里親プロジェクト」に協力

「全国の人が育てたひまわりが復興のシン
ボルとして福島の大地へ」の福島ひまわり里
親プロジェクトが昨年同様NTT東日本－東北
福島支店様よりご協力の依頼がありました。
毎年、多くの会員の皆様に「ひまわりの

種」を収穫していただきありがとうございま
した。本年はコロナにて取組も遅れ、種の数
量も少なく、より多くの皆さんに声を掛ける
ことができませんでした。今回は５名の協力
によりスモール・スタートしています。
例年では多くの会員の方にご協力いただい

ていましたが、ひまわりを栽培して、種を採
取され、ひまわり里親プロジェクトへ贈呈頂
けると大変うれしく思います。多くの方のご
協力をお待ちしています。
ちなみに昨年度は、６名で８．９kgの収穫

がありました。今年もよろしくお願いします。

Ｎ Ｔ Ｔ 施 策 に 協 力

＜会員の皆様へお願い＞

■ 不良設備情報提供方法の変更について

事 務 局 だ よ り

会員の皆様には、いつも不良設備情報提供
を頂きましてありがとうございます。
この度、ＮＴＴの組織変更に伴いまして不

良設備情報の提供方法につきまして変更いた
しましたので、さらなる情報提供をお願い致
します。（7月15日現在17件です）
また、８月～１０月は「不良設備情報提供

強化期間」ですので、会員１人１件提供を目
標に情報提供方お願い致します。新型コロナ
ウィルスのため、ご自宅に籠りことが多く、
運動不足になりがちですので、散歩を兼ねな
がら不良設備を探してみましょう。特に線路
系出の会員の皆様方にはスキルの最大限の発
揮をよろしくお願い致します。
巻末の「不良設備情報記録紙」を活用願いま
す。

会員の社会貢献活動

■市役所から表彰

令和2年5月31日、会員の渡部司さんがボラ
ンティア活動として「福島市民カメラマン」
として平成27年5月より5年間福島市内の四季
折々の風景やイベント等の様子を福島市公式
フェイスブックや市政だより等に提供を行っ
て来ました。その功績を称えられ、市広報の
発展に寄与されたことで、福島市長より表彰
されました。 大変おめでとうございました
。

■ご冥福をお祈りします

○栗原 信幸 様
（令和２年２月１１日 享年９１歳）

○佐藤 忠雄 様
（令和２年４月１３日 享年７９歳）

○八巻 俊一 様
（令和２年５月２４日 享年７８歳）

○菅野 由一 様
（令和２年７月４日 享年６１歳）

訃 報 情 報

「前号（Ｒ２．１．１）以降に亡くなった方」

■ 東北会報８８号（令和３年１月発行）の
原稿依頼（随想、俳句、川柳等）

締切は令和２年１０月１５日事務局必着です。

これから、暑さの厳しい時期を迎え
ますので、新型コロナウィルス感染
に注意し健康には十分留意しましょ
う。


